
　　　　　　　　　（　）は28年度予算額

14.3 億円 （15.3億円）

専修学校、大学、大学院、短期大学、高等専門学校、高等学校等の教育機関、産業界等、その他
関係機関が協働し、地域や産業界の人材ニーズに対応した、社会人等が学びやすい教育プログラム
の開発・実証、高等専修学校等における特色ある教育推進のための教育カリキュラムの開発等を実
施する。これらの取組を通じて成長分野等における中核的専門人材や高度人材の養成を図る。

3.0 億円 （1.5億円）

専修学校において、これからの時代に求められるアクティブ・ラーニングの在り方を見据え、学
習と実践を組み合わせて行う効果的な教育手法を開発し、学校・産業界双方のガイドラインとして
作成・共有化することにより、質保証・向上を図りつつ、実効的・組織的な産学協同による教育体
制の構築を目指す。

2.7 億円 （　－　）

各分野における専修学校と産業界・行政機関等の連携による人材育成の在り方を検討する持続可
能な協議体制の整備を促し、それを踏まえた専修学校を活用した社会人等の学び直し講座の開設
や、ポータルサイトの活用による社会人の学び直し機会の改善・充実を図る。

3.7 億円 （　－　）

　諸外国における日本の専修学校の広報・優秀な外国人留学生の掘り起こし、日本語教育支援や修
学支援、留学生の在籍管理、卒業後の国内への定着支援など、専修学校への留学に関する総合的・
戦略的な留学生施策の推進について、各地域における関係機関・団体との連携によるモデル体制を
構築することにより、総合的な外国人留学生受け入れ促進方策の在り方を検討する。

7.6 億円 （7.6億円）

2.9 億円 （1.8億円）

専修学校における研修体制づくり等の推進や、高校や企業等への効果的な情報発信の在り方につ
いて検討・検証を行うとともに、職業実践専門課程認定校を中心とした第三者評価の導入等の取組
を通じて、職業教育の充実及び専修学校の質保証・向上を図る。

3.0 億円 （3.0億円 ）　　

意欲と能力のある専門学校生が経済的理由により修学を断念することがないよう、専門学校生に
対する経済的支援策について総合的な検討を進めるため、実証的な研究として経済的支援及びその
効果検証等を行う。

9.9 億円 （3.0億円）

【補助対象】
　・教育装置や学内LAN装置の整備
　・学校施設や非構造部材の耐震化工事、バリアフリー化工事、備蓄倉庫や自家発電設備の整備
　・太陽光発電導入工事、エコ改修工事

2.3 億円 （2.3億円）

【補助対象】
　・情報処理関係設備の整備

49.5 億円 （35.2億円）

○　専修学校を活用した地域産業人材育成事業【新規】

平成２９年度  専修学校関係予算概算要求

　専修学校教育の人材養成機能の向上

○　成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進

○　専修学校版デュアル教育推進事業

○　私立学校施設整備費補助金

○　私立大学等研究設備整備費等補助金

合 計

○　専修学校グローバル化対応推進支援事業【新規】

○　国費外国人留学生制度

　専修学校教育の質保証・向上

○　職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進　等

　学びのセーフティネットの保障

○　専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研究事業

※ 平成28年度予算の合計額には、平成28年度限りの事業である専修学校留学生就職アシスト事業の金額を含めている。

※ 高等学校等就学支援金、日本学生支援機構の奨学金事業、被災児童生徒就学支援等事業など、専修学校分の予算が不可分なものは含まれていない。

※ 計数はそれぞれ四捨五入しているため、合計と一致しない。
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「
日
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」
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（

平
成

25
年

6月
1
4日

閣
議

決
定

）
】

（
抜

粋
）

一
．

日
本

産
業

再
興

プ
ラ

ン
～

ヒ
ト

、
モ

ノ
、

カ
ネ

を
活

性
化

す
る

～

２
．

雇
用

制
度

改
革

・
人

材
力

の
強

化

⑤
若

者
・

高
齢

者
等

の
活

躍
促

進
○

若
者

の
活

躍
促

進

・
大
学

、
大

学
院

、
専

門
学

校
等

が
産

業
界

と
協

働
し

て
、

高
度

な
人

材
や

中
核

的
な

人
材

の
育

成
等

を
行

う
オ

ー
ダ
ー

メ
ー

ド
型

の
職

業
教

育
プ

ロ
グ
ラ

ム
を

新
た

に
開

発
・

実
施

す
る
と

と
も

に
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
履

修
者

へ
の

支
援

を
行

う
な

ど
、
社

会
人

の
学

び
直

し
を

推
進
す

る
。

専
修
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
の
教
育
機
関
、
企
業
・業
界
団
体
、
そ
の
他
関
係
機
関
が
協
働
し
、
地

域
や
産
業
界
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、
社
会
人
等
が
学
び
や
す
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・実
証
を
行
う
と
と
も
に
、
高
等
専
修
学
校
等
に
お
け
る

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
等
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人

材
や
高
度
人
材
の
養
成
を
図
る
。

（
背
景
）

（
事
業
の
趣
旨
）

【
「

日
本

再
興

戦
略

」
改
訂

20
14

-未
来
へ
の
挑
戦

-（
平
成

2
6年

6
月

2
4日

閣
議
決
定
）

】
（
抜
粋
）

一
．

日
本

産
業

再
興

プ
ラ
ン

１
．

緊
急

構
造

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
産
業
の
新
陳
代
謝
の
促
進
）

ⅲ
）

サ
ー

ビ
ス

産
業
の
生
産
性
向
上

・
サ

ー
ビ

ス
産
業
の
革
新
的
な
経
営
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た
大
学
院
・
大
学
に
お
け
る
、
サ
ー

ビ
ス

産
業

に
特
化
し
た
実
践
的
経
営
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、

専
門
学
校
等
に
お
け
る
実
践
的
教
育
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発
・
普
及

（
前
年
度
予
算
額
：
１
，
５
３
３
百
万
円
）

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
１
，
４
３
０
百
万
円

企
業
・
産
業
界
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

養
成
す
べ
き
人
材
像
を
設
定
・
共
有
。

環
境
･エ
ネ
ル
ギ
ー

食
・農
林
水
産

医
療
・福
祉
・健
康

工
業

社
会
基
盤

ゲ
ー
ム
・Ｃ
Ｇ

観
光

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ＩＴ

航
空
産
業

グ
ロ
ー
バ
ル

経
営
基
盤

こ
れ
ま
で
の
取
組

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

全
国
的
な
標
準
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
・実
証

地
域
や
業
界
団
体
・
企
業
等
の
人
材
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
に
お
い
て
、
社
会
人
等
を
対
象
と
し
て
就
労
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
転
換
に
必
要
な
実
践
的
な
知
識
・
技
術
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、
様
々
な
教
育
リ
ソ
ー

ス
を
有
す
る
各
地
域
の
専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
地
元
企
業
や
業
界
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
証
等
を
行
う
。

地
域
や
業
界
団
体
・
企
業
等
の
人
材
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
に
お
い
て
、
社
会
人
等
を
対
象
と
し
て
就
労
、
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
転
換
に
必
要
な
実
践
的
な
知
識
・
技
術
・
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、
様
々
な
教
育
リ
ソ
ー

ス
を
有
す
る
各
地
域
の
専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
地
元
企
業
や
業
界
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
「
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
証
等
を
行
う
。

地
域
版
学
び
直
し
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
実
証

高
等
専
修
学
校
等
に
お
い
て
、
後
期
中
等
教
育
段
階
か
ら
高
等
教
育
や
就
業
へ
の
継
続
性
の
あ
る
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
、
特
別
に
配
慮
が
必
要
な
生
徒
等
の
特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
体
制
・
教
育
手
法
（
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
就
業
支
援
等
）
の
開
発
・
実
証
を
行
う
。

特
色
あ
る
教
育
推
進
の
た
め
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
開
発
・
実
証

専
修
学
校
等
の
中
核
的
専
門
人
材
・
高
度
人
材
の
養
成
、
社
会
人
等
の
学
び
直
し
を
全
国
的
に
推
進

高
等
専
修
学
校
等
の
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
を
全
国
的
に
共
有

・
地
域
や
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成

・
特
色
あ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
・
実
証

教
育
リ
ソ
ー
ス
を
有
す
る
専
修
学
校
等
に
お
い
て

「
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
開
発
・
実
証

（
事
業
の
概
要
）

※
実
施
分
野
の
例



産
学
連
携
の
下
で
、
学
習
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
効
果
的
な
教
育
手
法
を
開
発
・
確
立
し
、

標
準
モ
デ
ル
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
）

専
修
学
校
版
デ
ュ
ア
ル
教
育
推
進
事
業

指
導
・
評
価
手
順

企
業
と
学
校
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
前
・
事
後
学
習
手
順

専 修 学 校

地 元 企 業 ・ 業 界 団 体

《
学
習
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
》

【
趣
旨
・
目
的
】

専
修
学
校
で
は
、
企
業
等
と
連
携
し
た
実
習
・
演
習
等
が
個
々
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
論
は
、
必
ず
し
も
体
系
的
に
確
立
・
共
有
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
専
修
学
校
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
在
り
方
を
見
据
え
、
学
習
と

実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
効
果
的
な
教
育
手
法
を
開
発
し
、
学
校
・
産
業
界
双
方
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
作
成
・
共
有
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
質
保

証
・
向
上
を
図
り
つ
つ
、
実
効
的
・
組
織
的
な
産
学
協
同
に
よ
る
教
育
体
制
を
構
築
し
、
そ
の
推
進
・
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

工 業
農 業

医 療
衛 生

教 育
社 会

福 祉
商 業

実 務
服 飾

家 政
文 化

教 養

コ
ー
オ
プ
教
育

学
校
内
実
習

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

等

成
果
の
発
信
・
普
及

取
組
の
普
及
・
拡
大

地
域
中
核
専
門
人
材
の
育
成
／
学
生
・
生
徒
と
企
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消

要
素
抽
出
・
類
型
化

（
H2

8）

学
生
受
入
手
順

学
生
評
価
指
標

保
険
の
扱
い

知
的
財
産
権
の
扱
い

実
証
・
体
系
化
（

H2
9-

)

既
存
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外

既
存
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内

【
「
『
日
本
再
興
戦
略
』
改
訂
2
0
1
5
」
（
平
成
2
7
年
6月
30
日

閣
議
決
定
）
抜
粋
】

⑧
専
修
学
校
と
産
業
界
が
連
携
し
た
教
育
体
制
の
構
築

・
実
践
的
な
職
業
教
育
機
関
で
あ
る
専
修
学
校
に
つ
い
て
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
門
人
材
の
育
成
機
能
を
強
化
す
る
。
こ
の
た
め
、
専
修
学
校
と
企

業
等
が
連
携
し
つ
つ
学
習
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
教
育
シ
ス
テ
ム
（
産
学
協
同
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
構
築
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
を
行
う
。

（
前
年
度
予
算
額
：
１
４
８
百
万
円
）

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
３
０
２
百
万
円



企
業
・業
界
団
体

※
分
野
横
断
の

協
議
会
も
設
置
可

専
修
学
校

行
政
機
関

分
野
別
の
人
材
育
成
協
議
会

（
○
○
分
野
）

地
域
版
協
議
会

専
修
学
校
を
活
用
し
た
地
域
産
業
人
材
育
成
事
業

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
２
７
２
百
万
円
【
新
規
】

4
2
.
3

我
が
国
の
専
修
学
校
群
が
、
自
由
度
の
高
い
制
度
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
変
化
す
る
社

会
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
を
支
援
。

≫
≫
専
修
学
校
と
産
業
界
・
行
政
機
関
等
を
構
成
員
と
す
る
協
議
会
に
お
い
て
、
各
分
野
に
お

け
る
人
材
育
成
の
在
り
方
を
検
討
し
、
各
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
内
容
の
改
編
・
充

実
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
協
議
体
制
の
整
備
を
促
す
。

（
併
せ
て
、
地
域
版
協
議
会
を
設
置
し
、
各
地
域
の
地
方
版
総
合
戦
略
に
お
け
る
専
修
学
校
の
参
画
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

分
野
横
断
的
な
連
携
・
情
報
共
有
を
行
う
連
絡
協
議
会
を
設
置
す
る
。
）

専
修
学
校
を活
用
した
社
会
人
等
の学
び直
し機
会
の提
供

①
社
会
人
等
の
学
び
直
し講
座
の
開
設
促
進

専
修
学
校
が
附
帯
事
業
とし
て
社
会
人
等
の
学
び
直
しに
資
す
る
公

開
講
座
を実
施
す
る
際
の
隘
路
とな
って
い
る
課
題
に
対
し、
改
善
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
実
証
的
に
検
証
・分
析
を
行
うた
め
の
調
査
研
究

を実
施
。

②
学
び
直
し講
座
ポ
ー
タル
サ
イト
構
築

【
事
業
の
背
景
】

◆
産
業
界
か
ら
の
最
新
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
の
実
施

実
践
的
な
職
業
教
育
を
行
う
各
分
野
の
専
修
学
校
の
魅
力
を
更
に
高
め
る
た
め
に

は
、
産
業
界
か
ら
の
人
材
ニ
ー
ズ
を
適
時
・
的
確
に
捉
え
、
各
専
修
学
校
の
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
反
映
す
る
必
要
。

◆
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
機
会
の
提
供

社
会
に
出
た
後
も
、
職
業
人
が
生
涯
に
わ
た
る
職
業
生
活
の
中
で
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
求
め
ら
れ
る
場
面
も
多
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
社
会
人
等

の
学
び
直
し
環
境
の
整
備
を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
。

専
修
学
校
が
提
供
す
る
社
会
人
等
の
学
び
直
し講
座
を
検
索
で

きる
ポ
ー
タル
サ
イト
を
構
築
。

「成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
等
の
戦
略
的
推
進
」事
業
の
実

施
に
より

・教
育
機
関
と産
業
界
の
連
携
強
化

・社
会
人
等
が
学
び
や
す
い
教
育
プ
ログ
ラム
の
開
発

を
実
施

社 会 の ニ ー ズ

・学
校
を
出
て
一
度
社
会
人
とな
った
後
に
大
学
や
専
門
学
校
等
で
学
び
た
い
と思
っ

て
い
る
者
は
30
代
・4
0代
で
約
４
割
存
在
。

・社
会
人
が
教
育
機
関
で
学
び
や
す
くす
る
に
は
、社
会
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充

や
土
日
祝
日
夜
間
に
お
け
る
授
業
の
拡
充
が
必
要

こ れ ま で の 取 組 政 府 の 提 言

【ニ
ッポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラン
（
平
成
28
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）
】（
抜
粋
）

（
3）
女
性
活
躍

大
学
・専
修
学
校
等
に
お
け
る
実
践
的
な
学
び
直
し機
会
の
提
供
を
図
る

専
修
学
校

企
業
・業
界
団
体

行
政
機
関

分
野
別
の
人
材
育
成
協
議
会

（
○
○
分
野
）

地
域
版
協
議
会

地
域
版
協
議
会

最
新
の産
業
動
向
や
業
界
ニー
ズ把
握
・共
有

ニー
ズを
踏
まえ
た具
体
的
な
教
育
機
会
の提
供

効
果
的
な
教
育
体
制
・手
法
の
検
証

時
代
に
応
じ適
時
に
教
育
手
法
等
の
改
善

が
な
され
る
プ
ロセ
ス
の
確
立

組
織
の
自
立
化
に
向
け
た
検
討

等

復
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
者
に
対
す
る
学
び
直
し

機
会
の
提
供
を
図
る
た
め
、
実
施
講
座
を
検
索
で
き
る
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
社
会
人
等
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
た
め
の
短
期
講
座
等
の

開
設
を
促
進
す
る
。

≫
≫
子
育
て
等
で
退
職
し
た
者
や
知
識
等
の
高
度
化
を
目
指
す

者
に
対
す
る
学
び
直
し
機
会
を
拡
大

自
立
化
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト

①
今
後
の
産
業
動
向
・
人
材
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
各
専
修
学
校
に
お
け
る
教
育
実
践

②
上
記
①
を
可
能
に
す
る
産
学
官
に
よ
る
持
続
可
能
な
体
制
の
確
立

平
成

２
９

年
度

に
実

施
す

る
取

組
概

要

分
野
横
断
的
な
連
携
・
情
報
共
有
を
実
施
す
る
連
絡
協
議
会

各
分
野
の学
校
と業
界
団
体
等
によ
る教
育
内
容
の即
応
的
改
編
・充
実
の仕
組
み
の創
設

※
平
成
28
年
2月
内
閣
府
「教
育
・生
涯
学
習
に
関
す
る
世
論
調
査
」

分
野
別
の
人
材
育
成
協
議
会
の
取
組
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
＋
α）

Ｐ D C Ａ α



◎
留
学
状
況
調
査
実
施
・分
析

◎
広
報
ツー
ル
の
更
新
・改
善

等

諸
外
国
に
お
け
る
日
本
の
専
修
学
校
の
広
報
・優
秀
な
外
国
人
留
学
生
の
掘
り起
こし
、日
本

語
教
育
支
援
や
修
学
支
援
、留
学
生
の
在
籍
管
理
、卒
業
後
の
国
内
へ
の
定
着
支
援
な
ど、
専

修
学
校
へ
の
留
学
に
係
る
入
口
か
ら出
口
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
・戦
略
的
な
留
学
生
施
策
の
推

進
に
つ
い
て
、各
地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
・団
体
との
連
携
に
よる
モ
デ
ル
体
制
を構
築
す
る
。

◎
戦
略
的
推
進
の
た
め
の
ター
ゲ
ット
国
・分
野
特
定

◎
諸
外
国
に
お
け
る
専
修
学
校
の
広
報
・周
知
・留
学
生
掘
り起
こし

◎
非
漢
字
圏
の
留
学
生
の
日
本
語
指
導
と専
修
学
校
との
接
続

◎
国
内
企
業
との
マッ
チ
ング
・定
着
支
援

◎
教
職
員
・企
業
担
当
者
の
受
入
対
応
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修

等
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4
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ii）
高

等
教

育
等

を
通

じ
た

人
材

力
の

強
化

専
修
学
校
に
つ
い
て
も
、グ
ロー
バ
ル
化
に
対
応
した
人
材
育
成
の
た
め
の
留
学
生
受
入
れ
促

進
等
に
関
す
る
方
策
や
、「
職
業
実
践
専
門
課
程
」の
実
績
検
証
等
を
含
め
た
専
修
学
校
教

育
の
在
り方
に
つ
い
て
、本
年
度
中
に
検
討
し、
産
業
界
の
ニー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
修
学
校
の
専

門
人
材
の
育
成
機
能
の
強
化
と質
の
保
証
・向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
制
度
的
措
置
等
を

来
年
度
ま
で
に
講
じる
。

専
修
学
校
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
推
進
支
援
事
業

［
日
本
再
興
戦
略
（
平
成
２
８
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）
］
（
抜
粋
）

新
た
な
課
題
に
も
対
応
した
総
合
的
・

戦
略
的
な
留
学
生
施
策
推
進
の
必
要
性

Ⅰ

専
修
学
校
の
外
国
人
留
学
生
の

留
学
動
向
や
その
後
の
就
職
状
況
、

並
び
に
日
本
人
学
生
の
留
学
状
況

に
つ
い
て
、全
国
的
な
調
査
を実
施

す
る
とと
も
に
、広
報
ツー
ル
を更
新
す

る
。

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
３
６
６
百
万
円
【
新
規
】

H2
6

専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
の
外
国
人
留
学
生
の
増
加

【専
修
学
校
留
学
生
就
職
ア
シ
ス
ト事
業
】（
～
H2
8)

受
入
れ
分
野

拡
大
の
可
能
性

(介
護
分
野
等
）

各
地
域
に
お
け
る
留
学
生
の
戦
略
的
受
入
れ
に
向
け
た
体
制
整
備

継
続
的
な
実
態
把
握
等

非
漢
字
圏
の

留
学
生
増
加

(ﾍ
ﾞﾄ
ﾅﾑ
,ﾈ
ﾊﾟ
ｰﾙ
等
）

専
修
学
校

広
報
資
料

(約
10
か
国
語
）

実
態
把
握

・共
有

留
学
生
就
職

相
談
会
等

受
入

拡
大

留
学
生
の

急
増
へ
の
対
応

入
口
か
ら出
口

に
至
る
ま
で
の

連
携
体
制
構
築

受
入
れ
手
引
書

作
成
（
H2
8)

等

Ⅱ

外
国
の

教
育
機
関
等

日
本
語

教
育
機
関

専
修
学
校

産
業
界

協
議
会

主
な
取
組

取
組

ూ ବ ૌ ு भ ਄ ੌ ؞ ਛ ટ ୖ ਻

日
本
学
生
支
援
機
構
「
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
」

হ ঵ ৔ ઍ

第
Ⅱ
.３
つ
の
ア
クシ
ョン
プ
ラン

２
．
雇
用
制
度
改
革
・人
材
力
の
強
化

⑦
グ
ロー
バ
ル
化
等
に
対
応
す
る
人
材
力
の
強
化

優
秀
な
外
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
も
、2
01
2年
の
14
万
人
か
ら
20
20
年
ま
で
に

30
万
人
に
倍
増
させ
る
こと
（
「留
学
生
30
万
人
計
画
」の
実
現
）
を
目
指
す
。

［
日
本
再
興
戦
略
（
平
成
２
５
年
６
月
１
４
日
閣
議
決
定
）
］
（
抜
粋
）



、

◆
第
三
者
評
価
の
研
究
等
を
通
じ
た
質
保
証
・
向
上
の
推
進

第
三
者
評
価
に
つ
い
て
、
認
定
校
を
中
心
と
し
て
、
分
野
ご
と
の
課
題
等
を
取
り

ま
と
め
つ
つ
、
各
分
野
関
係
団
体
や
企
業
等
が
参
画
し
、
第
三
者
評
価
の
試
行
・
検

証
を
進
め
、
そ
の
普
及
・
拡
大
の
た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
分
野
横
断
的
な
第
三
者
評
価
の
基
準
や
評
価
体
制
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
検
証
を
進
め
、
標
準
的
な
評
価
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
。

◆
質
保
証
・
向
上
の
た
め
の
実
態
調
査

産
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
課
程
の
編
成
等
の
実
施
状
況
や
、
卒
業
生
の
企
業

内
に
お
け
る
評
価
な
ど
、
職
業
実
践
専
門
課
程
に
係
る
実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

認
定
効
果
の
比
較
分
析
等
の
た
め
、
非
認
定
の
専
門
課
程
や
高
等
課
程
等
を
含
め
た

専
修
学
校
に
関
す
る
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
修
学
校
の
一
層
の
質

保
証
・
向
上
に
つ
な
げ
る
。

職
業
実
践
専
門
課
程
等
を
通
じ
た
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上
の
推
進

職
業
実
践
専
門
課
程
等
の
充
実
に
向
け
た
取
組
の
推
進

専
修
学
校
の
運
営
改
善
に
向
け
た
取
組
等
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
協
議
会
を
開
催
す
る
。

◆
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議

職
業
実
践
専
門
課
程
の
実
態
調
査
等
に
基
づ
く
検
証
等
に
よ
り
、
専
修
学
校
の
質
保

証
・
向
上
の
推
進
に
向
け
た
方
策
の
検
討
を
行
う
調
査
研
究
協
力
者
会
議
を
開
催
す
る
。

◆
専
修
学
校
教
育
研
究
協
議
会

専
修
学
校
の
運
営
改
善
に
向
け
た
取
組
等
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
協
議
会
を
開
催
す
る
。

◆
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
効
果
的
な
情
報
発
信
の
推
進

高
校
や
企
業
な
ど
を
意
識
し
た
効
果
的
な
情
報
集
約
・
情
報
発
信
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
広
報
ツ
ー
ル
の
開
発
等
を
行
う
。

調
査
研
究
協
力
者
会
議
等
の
開
催

＜
背
景
・
経
緯
＞

＜
事
業
の
内
容
＞

職
業
教
育
の
充
実
，
専
修
学
校
の
質
保
証
・
向
上

（
前
年
度
予
算
額
：
１
８
３
百
万
円
）

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
２
８
３
百
万
円

平
成
2
8
年
5
月
～
：
[
こ
れ
か
ら
の
専
修
学
校
教
育
の
振
興
の
あ
り
方
検
討
会
議
]

平
成
2
8
年
6
月
：
[
日
本
再
興
戦
略
改
訂
２
０
１
６
（
平
成
２
８
年
６
月
２
日
閣
議
決
定
）
]

専
修
学
校
に
つ
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
人
材
育
成
の
た
め
の
留
学
生
受
入
れ
促
進
等
に
関
す
る
方
策
や
、
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
の
実
績
検
証
等
を
含
め
た
専
修
学
校
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に
検
討
し
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
専
修
学
校
の
専
門
人
材
の
育
成
機
能
の
強
化
と
質
の
保
証
・
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
制
度
的
措
置
等
を
来
年
度
ま
で
に
講
じ
る
。

専
修
学
校
制
度
の
目
的
・
役
割
を
踏
ま
え
つ
つ
、
専
修
学
校
固
有
の
課
題
等
へ
の
対
応
を
図
る
観
点
か
ら
、
専
修
学
校
教
育
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
検
討
を
行
う
。

教
育
体
制
の
整
備
・充
実

◆
学
校
評
価
・
情
報
公
開
等
の
促
進
に
資
す
る
取
組

「
学
校
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
踏
ま
え
た
「
情
報
公
開
の
手
引
き
」

(平
成

28
年
度
開
発
予
定

)に
係
る
視
聴
覚
教
材
を
作
成
し
、
そ
の
活

用
を
含
め
た
研
修
等
を
各
地
で
実
施
す
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
学
校

評
価
の
充
実
を
図
る
。

◆
教
員
の
資
質
能
力
向
上
の
取
組

職
業
実
践
専
門
課
程
の
教
員
の
指
導
力
等
の
向
上
に
資
す
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
成
果
を
普
及
す
る
。



【
支
援
対
象
の
生
徒
が
在
籍

す
る
専
門
学
校
の
要
件
】

・
生
徒
へ
の
学
校
独
自
の
授
業
料
等

減
免
の
実
施

・
専
門
学
校
が
実
施
す
る
授
業
料
等

負
担
軽
減
に
関
す
る
情
報
の
公
開

・
質
保
証
・
向
上
に
関
す
る
取
組

（
学
校
評
価
）

等

専
門
学
校
生
へ
の
効
果
的
な
経
済
的
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
実
証
研
究
事
業

意
欲
と
能
力
の
あ
る
専
門
学
校
生
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
専
門
学
校
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援

策
に
つ
い
て
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
た
め
、
教
育
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
、
公
費
投
入
に
つ
い
て
の
教
育
的
効
果
の
検
証

や
効
果
的
な
修
学
支
援
の
検
証
等
に
つ
い
て
実
証
的
な
研
究
を
行
う
。

調
査
研
究
機
関

都
道
府
県

趣
旨
・
目
的

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
施
策

効
果
等
の
分
析
・検
証

・
生
活
行
動
の
変
化
分
析

・
進
路
実
現
の
分
析

・
効
果
的
な
経
済
的
支
援
策

の
在
り
方
検
討

等

専
門
学
校
生
へ
の
修
学
支
援
の
推
進

３
.支
援
効
果
等
に
係
る
基
礎
デ
ー
タ
収
集

中
途
退
学
や
就
職
内
定
率
等
の
デ
ー
タ
収
集
等

※
全
て
の
専
門
学
校
か
ら
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
。

私
立
専
門
学
校

【
経
済
的
支
援
の
要
件
】

・
経
済
的
に
修
学
困
難
（生
活
保
護

世
帯
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
世
帯
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
へ
の
協
力

・
職
業
目
標
達
成
に
向
け
た
講
義
等

の
受
講
・
成
果
報
告

国
（
文
部
科
学
省
）

委
託

報
告

【
実
施
期
間
】

平
成
27
年
度
～
2
9年
度

【
対

象
】

都
道
府
県
・
調
査
研
究
機
関

１
.専
門
学
校
生
に
対
す
る
修
学
支
援

✪
修
学
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

・
財
政
的
生
活
設
計
に
対
す
る
助
言

・
学
生
生
活
相
談

・
就
職
相
談
(特
に
出
身
地
や
学
校
所
在
地
に
お
け
る
就
職
）

・
経
済
的
困
難
な
生
徒
か
ら
の
情
報
収
集

等
連
携

２
.専
門
学
校
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援

デ
ー
タ
集
約

委 託
協
力
者
の

指
定
・
支
援

経
済
的
に

修
学
困
難
な
生
徒

（
協
力
者
）

（
前
年
度
予
算
額
：
３
０
５
百
万
円
）

平
成
２
９
年
度
要
求
額
：
３
０
５
百
万
円



経
済
的
支
援
を
実
施
す
る
上
で
の
生
徒
・
専
門
学
校
の
要
件

生
徒
の
経
済
的
要
件

生
徒
が
在
籍
す
る
専
門
学
校
の
要
件

◆
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
世
帯
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
。

①
生
活
保
護
世
帯
の
生
徒

②
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
生
徒

③
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
生
徒

④
保
護
者
等
の
倒
産
、
失
職
な
ど
に
よ
り
家
計
の
急
変

し
た
世
帯
の
生
徒

◆
次
に
掲
げ
る
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
専
門
学
校
で
あ
る
こ
と
。

①
私
立
専
修
学
校
専
門
課
程
(専
門
学
校
)で
あ
る
こ
と

②
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
生
徒
を
対
象
と
し
た
授
業

料
減
免
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

③
経
済
的
支
援
の
概
要
等
や
財
務
会
計
に
関
す
る
書
類
を
公
開

し
て
い
る
こ
と

④
学
校
評
価
（
自
己
評
価
）
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
し

て
い
る
こ
と

等

委
託
費
に
よ
る

支
援
額

学
校
の
減
免
額

生
徒
の
負
担
額

生
徒
に
と
っ
て

減
免
さ
れ
る
額

学
校
が
減
免
し
た
額

の
２
分
の
１
以
内
の
額

委
託
費
支
援
前
の
生
徒
の
元
負
担
額

（
支
援
の
対
象
と
な
る
経
費
）

支
援
金
の
額
は
、
専
門
学
校
が
実
施
し
た
授
業
料
減
免
額
を

基
礎
と
し
て
算
定
し
た
金
額
の
２
分
の
１
以
内
と
す
る
。
た
だ

し
、
１
年
間
の
授
業
料
に
充
て
る
支
援
金
の
上
限
額
は
専
門
学

校
が
学
則
等
で
定
め
る
授
業
料
の
４
分
の
１
の
金
額
を
超
え
な

い
も
の
す
る
。

〔
経
済
的
支
援
の
金
額
及
び
イ
メ
ー
ジ
図
〕

★
パ
タ
ー
ン
①
※
学
校
が
実
施
し
た
授
業
料
減
免
額
の
２
分
の
１
が
支
援
上
限
額
を
超
え
な
い
パ
タ
ー
ン

★
パ
タ
ー
ン
②
※
学
校
が
実
施
し
た
授
業
料
減
免
額
の
２
分
の
１
が
支
援
上
限
額
を
超
え
る
パ
タ
ー
ン

例
：
授
業
料
が
1
0
0
万
円
【
支
援
上
限
額
（
１
/
4
）
＝
2
5
万
円
】
の
場
合

学
校
が
４
０
万
円
（A
）
の
授
業
料
減
免
を
行
っ
た
場
合
に
、
４
０
万
円
の
２

分
の
１
の
金
額
で
あ
る
２
０
万
円
（

B）
を
委
託
費
に
よ
り
支
援
し
、
生
徒
の
負

担
額
を
６
０
万
円
（C
）
か
ら
４
０
万
円
（

D）
に
軽
減

学
校
が
６
０
万
円
（

A）
の
授
業
料
減
免
を
行
っ
た
場
合
に
、
６
０
万
円
の
２
分
の

１
で
あ
る
３
０
万
円
が
支
援
上
限
額
を
超
え
る
た
め
、
支
援
上
限
額
で
あ
る
２
５

万
円
（

B）
を
委
託
費
に
よ
り
支
援
し
、
生
徒
の
負
担
額
を
４
０
万
円
（

C）
か
ら
１
５

万
円
（

D）
に
軽
減 学
校
の
減
免
額
（
A
）

委
託
費
に
よ
る
支
援
額
（B
）

委
託
費
支
援
前
の
生
徒
の
元
負
担
額
（
C
)

生
徒
の

負
担
額

（
D
)

学
校
の
減
免
額
（
A
）

委
託
費
に
よ
る
支
援
額
（B
)

生
徒
の
負
担
額
（
D
）

委
託
費
支
援
前
の
生
徒
の
元
負
担
額
（
C
)

授
業
料
：
１
０
０
万
円

40 万
20 万

40 万

60 万
25 万

15 万

授
業
料
：
１
０
０
万
円


